
２０２４年１０月 初秋の神戸季節の便り 色々あった猛暑の夏を振り返って        

彼岸が過ぎて、やっと朝夕は涼しくなって 夏から初秋へ    

厳しい酷暑と日本各地で 極所の集中豪雨災害の中で 酷暑・残暑の中での世情不安 

そして激変する天候への対応なども含め、うれしいこともつらい厳しいことも 

いろいろあった 本年の夏  

< 酷暑の中でうれしいことも 厳しいことも色々あった本年の夏 思い浮かぶままに・・・・・・ > 

◎ 兵庫県で県知事のパワハラに端を発した大騒動。 ついに県知事辞職の大騒動 

◎ ９月1日 「筆一本で戦後の荒野を歩んだジャーナリスト内橋克人氏没後3年」に思う 

◎ 此の夏の一番の明るい話題はアメリカ ドジャースの大谷選手の活躍  前人未踏の“５０/５０”達成 

◎ 新幹線走行中連結外れる  等々整理がつかぬままでの便りに 

お彼岸が過ぎて一機にことしも彼岸花がさきだし、稔りの秋へ 

近くの伊川谷の里からは 本年の新米と野菜 そしてイチジク・なし・ブドウ等々秋の果実が届く嬉しい初秋 

家内はせっせとイチジクジャムづくりをしています 

８０歳を越えた身 みんな大変だろうなあ・・・・と思いつつも 仲間への発信も思うに任せずで、お許しを。 

高齢の身には堪えた夏 いかがでしたでしょうか お見舞い申し上げますと共に お互い元気に今をと。 

                             2024.10.1. from Kobe  Mutsu Nakanishi 

 
”和鉄の道・Iron Road”の更新をスピード上げて更新せねばと思いつつも、 

ついに10月を迎えてしまいました。  

それぞれ 皆様にも色々あったろうなぁとの思いを込めての１０月TOP “夏送りから初秋へ” 

神戸からの季節の便りの更新です。 

世の中は少し過剰とも思える情報化社会の中で、年老いて右往左往する身。  

取り立ててお知らせする中身もありませんが、自分にとって興味津々でながめた本年の夏送りそして初秋。 

種々雑多 目に留まったまま 思いつくまま気の向くままの私の行動記録。 

インターネットの中で見つけた和鉄の道関連情報の掲載を含め、今回もまた 整理がつかぬままの スライド

&Photoでの記録 

世相は混とん 混乱の中から抜け出せぬポストコロナの新時代。 

世界も日本もそして地球にも目を向けねばならぬ時代  時代が大きく動く中で見た本年の夏の夏送り。 

みなさまにも 色々あったろうと思いつつ、 お互い元気に前向いてとづ夫役毎日。 

仲間の元気は今を生きる力 応援歌   

God be With You !!  You Raise Up Me !! とわが身を奮い立たせつつ 

  From Kobe   2024.10.1.  From Kobe   Mutsu Nakanishi 
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  神戸新聞の新聞記事をベースに インターネットで眺めた本年夏の世相 【1】 

８月末から９月の神戸新聞 コラム「正平調」から抜き書き整理  by Mutsu Nakanishi 

兵庫県で県知事のパワハラに端を発した大騒動。 ついに県知事辞職の大騒動 知事選挙に 

一方 国政も自民・立憲民主等政党選挙の中で、大騒動。 自民は裏金問題にけじめつけられず、 

世相は混とん 混乱の中から抜け出せぬポストコロナの新時代。 モノづくり大国日本のひずみ 

世界も日本もそして地球にも目を向けねばならぬ時代ですが、 

私の住む神戸・兵庫県で県知事のパワハラに端を発した大騒動。 東京・全国では国会議員の裏金問題に発す

るリーダー交代劇の中身。 いずれも リーダー層が体質的に受け継いできた組織課題に見える。 

神戸新聞 一面コラム「正平調」 より 今の世相を知る一助に 

◎ 兵庫県で県知事のパワハラに端を発した大騒動。 ついに県知事辞職の大騒動 

◎ ９月1日 「筆一本で戦後の荒野を歩んだジャーナリスト内橋克人氏没後3年」に思う 

◎ 此の夏の一番の明るい話題はアメリカ ドジャースの大谷選手の活躍  前人未踏の“５０/５０”達成 

◎ 新幹線走行中連結外れる  

そして、政治は岸田政権から石破政権へ １０月末には国会解散で国民の信を問うという 

下記 気になった新聞抜き書き。 順番不同で、整理がついていませんが 

自分の生きざまの助けになればとせっせと切り抜き等しています。  ご参考になれば… 

 

■ 2024.8.26.  ９月1日 「筆一本で戦後の荒野を歩んだジャーナリスト内橋克人氏没後3年」に思う  

神戸出身の内橋克人氏の決してぶれることなく現場を歩き、現場から発する論に色々勉強させてもらった 

もう３年たつのか・・・・・と。  今の時代に一番必要な人の一人だったと。 

 

■兵庫県で県知事のパワハラに端を発した県政を揺るがす大騒動 ついに県知事辞職の大騒動  

  

「私は激怒しています」「虚偽報告は許されない」 これで震え上がらぬ部下はいない 

失った信頼を取り戻す必死さが、知事の言葉からはどうしても見えない  

 2024.8.31.   神戸新聞記事より 
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■ いつまでたっても次々と現場任せの不正と現場の老化 トップの甘いあなた任せのモノづくり 

 変えられるだろうか？  また  日鉄のUS スチール買収は実現するのだろうか？  

今の時代にこんなことまだひきづっているのか?   

今の時代と過去の時代では世間の眼も思いも異なっている。 日本が本当によくなっていくのだろうかと。 

何が真実か みんな生きてきた道で人それぞれで違うと思うが、十束ひとからげではどうにもならぬ。 

  

◎ 判断力と良く見る眼  本物をよく見定めねば・・・・・と。 付和雷同型 身を安全側に置いての手のひら返し 

判断が判断にならぬ三人称表現の多さにへ奇癖と。 自分の立ち位置責任を共有できぬ日本。 

◎ 日本のリーダー層と市民の感覚のずれが、またぞろ 大きく乖離し始めているように見える。 

そしてこの乖離が大きくなるにつれ、日本の国力が大きく落ちてきた原点と見えるのですが・・・・。 

やっぱり フレッシュな若者たちに早くバトンをわたさねば・・・・・と 

ついぶつぶつ 2024.10.1. From Kobe   Mutsu Nakanishi 

■ 此の夏の一番の明るい話題はアメリカ ドジャースの大谷選手の活躍 

人柄とひたむきに取り組む姿が、誰の眼にもフレッシュな若者像として美しく映る。 

１０月のワールドシリーズへ 一機に駆け上がってほしいなぁ・・・・・と。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色々あった今年の夏。 順不同ですが、此の夏名になって切り抜いた記録。 

もう自分の時代ではないが、色々考えさせられることばかりで、やっぱり忘れてはならぬと 

集めて今年の夏送りの記録に。 私的な思い入れですが、何かの参考にでもなればと…・・ 



 ■ 兵庫県知事のパワハラに端を発した県政を揺るがす大騒動、 ついに県知事辞職の大騒動 〈1〉 

2024.8.25. 県知事のパワハラ疑惑 撲滅に向け「前向きに検討」どころか「直ちに着手を」と。 

今回の兵庫県知事のパワハラ疑惑騒動を整理理解するため、今回掲載 神戸新聞の「正平調」を 

時系列で並べてみました。 新聞の論調も日に日にきつくなる。       

 

    2028.8.27. 野辺の草 座をざわざわと伝え来る  知事をめぐるざわめきは当分、やみそうにない   

 

 2024.8.31. 「私は激怒しています」「虚偽報告は許されない」 これで震え上がらぬ部下はいない 

失った信頼を取り戻す必死さが、知事の言葉からはどうしても見えない  

 



 2027.9.2. 良心と向き合い、良心に苦しみぬいた人に 為政者の叫ぶ「平和」がなんとうつろに響いたことだろう 

 

2024.9.4. 「中傷社会」 暗さが深まる時代に歯止めを  

「誹謗中傷」批判は必要としても、政治家になら何を言ってもいいとはならない  

 

2024.9.7. 文面にある実際の不満・批判とクーデターとを混同して 

犯人探しに突き進んだのならあまりにもお粗末ではないか 

 



■2024.9.13. 米国大統領選「水と油」 山積みする課題にまとめて、立ち向かう桃太郎のようなリーダーが欲しい 

  日本には アメリカよりも もっと切実な話 １０月末に衆議院解散の総選挙  どうなるのでしょうか 

 

■ 2024.9.19. 自民党総裁選で議論の「防災省」も創設されれば”予”の拠点  

 ”予”のほころびにも目を向けて” とプロ野球の野村監督の言葉。 

「予を大切にせよ」 予は「あらかじめ」と読む。予感・予想・予測・予防・予習・・・。 

あらかじめ感じ、想い、測り、防ぎ、習う。」 ノムさんいわく準備の中身を考え抜けと。  

 

■ 2024.9.17.  今宵は十五夜 身近の小さな幸せに思いをはせつつ ほっとひととき 

                            

  

自宅のある若草の丘 東の山端から昇った満月 

今宵は十五夜 ゆったりと 



■ 兵庫県で県知事のパワハラに端を発した県政を揺るがす大騒動 ついに県知事辞職の大騒動<2 > 

  

「私は激怒しています」「虚偽報告は許されない」 これで震え上がらぬ部下はいない 

失った信頼を取り戻す必死さが、知事の言葉からはどうしても見えない 2024.8.31.   神戸新聞 

 

  

 

 この斉藤兵庫県知事のパワハラ問題 「事実」よりも「人から聞く発言」重視の判断 島国日本の村社会が今も根強

よく残っていると見える。周囲を見れば、同じ類の支障が蔓延 学校のいじめ問題 会社でも…・  

発言はみんな自分を外に置いての議論。自分のことになれば…こぞって組織・個人の使い分け。 

 もう ええ加減に卒業せよといいたいが、やっぱり大きな代償をはらっても、根絶に取り組む勇気が必要か… 

 また、女性の地位向上で、新たな社会の仕組みを作らねば・・・・・  

                                From Kobe  Mutsu Nakanishi 



  ドジャース 大谷選手のひたむきに取り組む姿 そして笑顔が感動を呼ぶ 

   「40/40」のみならず「50/50」の達成 おめでとう うれしい夏になりました 

  

 
こんな 見方もある 2024.9.16. 神戸新聞 朝刊 「現論」より 

 

大活躍する大谷さんに こんな見方もあるんだと  人の思いは様々・・・・・  ふむ ふむ ふむ  

新聞原文読みにくいので写し書き を次ページに添付 



 なんだかな 大谷 「みんな大好き」に疎外感      エッセイスト 酒井順子 

         2024.9.16. 神戸新聞 朝刊 「現論」より  新聞原文読みにくいので写し書き  

人生で最初に好きになった 大相撲の横綱は、北の湖でした。 

ほぼ同時期に活躍していた横綱である千代の富士は、颯爽としたスポーツマンタイプ。対して、「憎たらしいほど強

い」と言われていた北の湖は、ふてぶてしい存在感を放っていました。  

しかし私は、だからこそ北の湖のことが好きだったのです。皆に好かれる千代の富士よりも、憎まれながらも強

くあり続ける北の湖の、その勝っても負けても変わらない表情の裏側から滲み出る人間味のようなものにグッと

きていた。 

世の中には、私のような好みを持つ人が一定数、存在します。明るく爽やかな人気者に対しては興味が持てず、

あまり人気のない、孤高の実力者に惹かれる人が。そして今、その手の感覚の持ち主たちは当然ながら、米大リー

グの大谷選手の扱いに、「なんだかな」という思いを抱いています。 

明るいニュースの少ない日本において、ほとんど唯一の希望の星となっている、大谷選手。その活躍ぶりは、毎

日のようにニュース番組のスポーツコーナーでトップを飾っいます。それどころか、全てのニュースの中でのトップ

扱いになることも、珍しくありません。 

完全無欠 

私も大谷選手の活躍は、素晴らしいと思ってはいます。運動神経やセンスを持った欠は世の中にたくさんいますが、

大谷選手は不可能と思われていた二刀流にトライし、 アメリカへ。野球の本場において他を圧する成績を収め、人

格は高潔で頭が良く、愛や態度も爽やか。大金を手にしても下品な使い方はせず、 結婚相手も好感度が高いとい

うことで、非の打ちどころがないのです。 が、”その非の打ちどころのなさ”が、私のような者をしんみりとさせま

す。 

彫や淀んだ部分が見えないスーパー ヒーローの活躍が毎日のようにトップニュースになっていると、自分の中の

彫や淀みが 浮かび上がり、突きつけられるように思えるのです。 

大谷選手のニュースがあまりにもてはやされるのを見 て、食傷気味になっている人は、私だけではありません。 

「もう大谷のことはいいよ」 とか、「もっと他のアスリートの ことも報道してほしい」など言うことは、はばかられ

るのが今の時代。大谷選手についての報道が始まると、そっとテレビの前から立ち、家事な始めてみたりするので

した。 

考えてみると大谷選手は、日本人の前に現れた、久しぶりのスーパーヒーローです。 北の湖の時代よりもっと昔

は、「巨人、大腸、卵焼き」 と言われたということで、「みんな大好き」という存在がたくさんいたようです。しかし 

今、卵焼きの人気はキープされているものの他にもおい しいものはたくさんあり、巨人戦を地上波で見る機会は

少なくなり、カリスマ的人気を誇る横綱も不在となりまし た。 

老若男女が夢中 

好みが多様化する中で、久しぶりにみんなが大好きにな ることができたのが、大谷選手でした。壮年男性たちが

大谷の活躍ぶりに毎日一喜一憂 し、ドジャースが負けるとその日はずっと不機嫌になるという人もいる一方で、小

学生の女の子が青地に白の「LA」マークがついたドジャースのキャップをかぶって登校している姿も、見ることが

できるのです。 

老若男女が一つのものに夢中になるという感覚は、日本人にとって新鮮です。「みんな大好き」状態への免疫が

ないからこそ、大谷平という瑕症のないアスリートに夢中になる快感は、日本人をうっとりさせ続けているのでし

ょう。 

大谷選手にうっとりできない私のような者は、毎日のように孤独感を覚えていま す。そんな私は実は、子供の頃か

ら卵焼きがあまり好きではなく、もちろん巨人ファンでもありませんでした。 

ですから大鵬の時代に生まれていたとしても、「巨人、 大鵬、卵焼き」のどれ一つとして好きになることができず、

今とは比べものにならないほどの孤独感、疎外感を覚えていたはず。そう考えると、 「まだ今の時代に生まれて良

かったのかも」と思うのでした。 

 



   神戸新聞の新聞記事をベースに インターネットで眺めた本年夏の世相 【2】 

◆ 敬老の日の神戸新聞の記事に思う      2024.9.16. From Kobe  Mutsu Nakanishi 

若者は美辞麗句に惑わされず、現実をもっと直視すべきではないか・・・・ 

若者がイメージする高齢者の現実 美辞麗句に惑わされず、今の日本の国力をもっと直視せねば… 

 

この記事の裏に隠された高齢者の生活実態と先行き不安をもっと若者たちは直視して、 

考えねばとついついブツブツ。 高度成長期の日本と今の日本の現実をしっかり頭に入れて、若者たちにもしっか

り考えてもらいたいと。 

■ 若者たちは「高齢者は金持ち 年金生活で優雅」という。 本当だろうか… 

高齢者の再雇用の現実を若者も直視する必要があるのではな税制改革と急激な物価上昇と政府の円 

安誘導。 後期後継者の生活もまた逼迫し、先行き不安の厳しい現実 

どんなに美辞麗句を並べた新しい政策も非正規雇用がもたらした格差と雇用不安の現実に勝るものなし。  

スピードと国際競争力に名を借りた政策が日本の国力低下をもたらしている現実を知るべきだと。 

■ 一方 高齢者たちは「若者たちは夢がない 働かなくなってたなぁ…」という。 

若者と高齢者がいう時代間のギャップ。 そして今の日本の高齢者の現実。 このままでは若者たちがもっと厳しい

現実が目前にせまっているのではないかと。年寄りのたわごとですが・・・・・。 

大企業の関連者は好景気に沸く実感。でも一人経営者や厳しい雇用関係にある人たちは全く実感がないという。 

高齢者の再雇用の現実と年金生活の実態を今一度 直視する必要があるのではないだろうか・・・・ 

医療保険に加え、後期高齢者医療保険料の高さと急激な物価上昇。 

政治の円安誘導がもたらした国際的な孤立と国際環境とのギャップ。 

そして、美辞麗句を並べての大企業中心の非正規雇用がもたらした格差と雇用不安の現実に勝るものなし。 

スピードと国際競争力に名を借りたその場しのぎのご都合主義。 

「失われた***年」という言葉を耳にすることが多いが、その中身と現実を自らの目で。 

その最たる政策が美辞麗句を並べての円安誘導と非正規雇用の拡大が生み出した雇用不安  

その結果が高株高によるグローバル企業の繁栄と賃金の国際ギャップ そして物価高の付け回し 

大阪人はみんな言う。「みんな ・・・・言うてるやん」と。 でも ポストコロナの今 いろんなほころびがここかしこ。 

自分の暮らしを確り、見つめなおす必要があるのではないだろうか・・・・・・   2024.9.16. From Kobe 
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「闇バイト募集」 みんながよく使う「LINE」でもこんなことも起きている 

 いろんなところで ひっかけられぬよう 注意せねばと インターネットで見つけたので参考まで 

誰でも広告主になれる便利な時代だからこそ  

閲覧者は広告・アカウントの正当性を見抜く力を身につけねばいけないと。  

テレビや映画の世界でない高度情報社会の闇  幾多の現実問題がわが身を狙っている  

政府はAIやナンバーカード等々 情報の利便性ばかりを強調しているが、その裏で起こる 

厳しい現実と闇にほうかむり。 他人事では困るwebの闇  フィクションと現実 其の境がますます見えない。  

 

 今 ネット社会が大変なことに  日頃眺めているweb  メールが巧妙に偽装されている。 

そして今また、インターネット詐欺から凶悪犯罪の具に。 もう自由野放しでは社会が崩壊へ・・・・・。 

AIの発展で、見抜くことも厳しくなった。 今日も銀行からダイレクト資料で「偽装webの注意」の手紙やメール。 

それとても偽装を疑わねば……と。 自分では現実の取組をしない政治家たち。 

高度情報社会のひずみがここかしこ。こちらも日本の社会のひずみか・・・・・ 

小学生までもか゛、スマホを頼りにする時代。 もう自由・オープンを無暗に振りかざす時代でない。素早い規制と監

視の枠組み そして教育と現状対応が必要か・・・ ・ わけのわからぬ大臣まかせではますます不安が募る。 

                               From Kobe   Mutsu Nakanishi    


